
2E10 中国における 内国民特許出願の 分析 

0 富田登男 ( 銀河内外特許事務所 ) , 長漬 元 ( 東洋大国際地域学 ) 

「東南アジアにおける 内国民特許出願の 分析」に続いて、 中国の 2 0 0 0 年出願について 同じ作業を行った。 

[ データ ] 

今回入手したのは 2 0 0 0 年 1 月 1 日から 1 2 月 3 1 日までの中国における 内国民出願で 件数で次の通りであ る。 

特許 2 0 6 4 57 年 実用新案 4 8 5 3 64 年 

意匠 3 8 2 9 57 牛 軋 二 Ⅱ Ⅰ Ⅰ 0 7 3 6 57 年 

なお意匠 は登録後に公表されるため、 2 0 0 3 年 7 月にダウンロード した データであ る。 件数は時間がたつと 増加す 

る 。 仝 回 データ整理のできたのはそのうちの 特許と意匠 であ る。 そのデータを 省 と国際特許分類 ( 意匠 は ロ カルノ協定 

分類 ) で分けて計数 誌 、 発明の名称を 含めて分析した。 省の数は台湾を 含め 3 4 省であ る。 この行政区域については 人 

口や産業統計と 合わせるために 2 0 0 0 年の人口統計に 合わせた。 また台湾については 中華人民共和国は 内国民扱いを 

しているので、 そのまま載せた。 

[ 指標 ] 

以下の分析で 中国の 2 0 0 0 年の国内出願につきいくつかの 指標を用いる。 

1) 省 分布の HH I 、 Herschman-Herfindahl Index 

ここでは香港、 マカオ、 台湾の数値は 除外して、 「中国本土」の 公 だけにしてあ る。 

2) 中日比 Sino-Japanese Ratio 

特定のサブクラス、 サブセクションの 出願件数について、 中国の 2 0 0 0 年公開分の百分比を 日本の 1 9 9 8 年公開 

分の百分比で 割ったもの。 

3) 台湾 比 Taiwan Ratio 

特定分類の出願合計にしめる 香港、 マカオ、 台湾の割合。 

[ 特許出願・技術的分布 1 

東南アジアの 分析で用いた『 L 業所有権 制度百年史』の「長期動向」で 用いた分類での 分布発議の通りであ る。 

ム計       台湾 比 中日比 

20640 841  0. 10  1. 00 

AGRICULTURE 1854 h Ⅰ 7 0. 01 3. 41 

， htACHIN 屯 RY 6367 550 0. 20 0. 53 

TEXTILE 349 793 0. 07 1. 24 

CHEMISTRY 7365 2574 0. 01 3. 52 

ELECTRICITY 1719 612 0. 29 0. 38 

DAILY@ MATERIALS 2986 490 0. 04     16 

意匠 38294 Ⅰ 117 0. 25 2. 16 

東南アジアの 分析の時に論じたのと 同様、 繊維の部分が 極端に少ないことが 分かる。 日本では繊維の 特許は、 明治期 
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に 農漁業や機械と 同じ程度であ ったが、 現在の中国では 機械の 2 0 分の 1 しかない。 また斜陽産業というべき 現在の日 

本の繊維の特許出願と 比してもほとんど 変わらない。 これは東南アジアについて 工作機械産業がないこととして 説明し 

たがここでも 同じであ る。 以下個別の技術分野について 健闘する。 

農業では、 多いのは AO lG  ( 園芸 ) と AO lN  ( 多分農薬 ) で、 AO l B, C, D はほとんど出願がない。 園芸の 

出願は野菜、 花井の栽培から 焦土壌栽培まで 様々なものがあ り、 出願の多いのは 北京・河北   遼寧など大都市向けの 商 

品 開発で、 農業の機械化にはほど 遠い。 また AO lK の畜産もやや 多い ( 養蚕を含む ) 。 

食品では A2 3L の立食品 ( 豆腐など ) が圧倒的に多い。 お茶の A2 3 F もやや多い。 

A6 1 のサブセクションで 救命 ( 消防など ) と玩具はほとんどない。 玩具はタイの 意匠 で大量に出願があ ったが、 意 

匠 でもほとんどない。 玩具は生活レベルの 豊かさを示す 指標ともいえ、 中国がまだ生活面で 豊かになっていないことを 

示している。 

問題は B セクションであ って、 ほとんどが中日比 0 ． 5 を割っている。 とくに金属の 切削・研削加工であ る B 2 3 B 

から B 2 3H まではサブクラス 毎に数件しかない。 つまりまだ国内で 金属加工がほとんどできていないことを 表してる。 

B 2 3 P の万能工作機で 出願が多いが、 これは工作機械の 操作方法がここに 分類されている。 

B 2 g C のプラスティック 加工の出願が 多いが、 これは台湾比が 高い部分で、 台湾からの出願が 平均では 1 0% の と 

ころ、 3 1%0 となっている。 現実には中国大陸内での 出願は少ない。 B4 l J のプリンターはほとんどが 台湾の出願で、 

台湾比が 8 7% 。 であ る。 中国本土で出願されているのは、 ほとんどが印鑑に 関するものであ る。 運輸で車体に 関する 出 

願 はほとんどない。 

C セクションについて、 地域的な分布を 見た場合、 チベットと青海省を 除いてどこでも 化学の出願は 多いので、 HH 

Ⅰはそれほど 高くない。 

ここで極端な 現象を起こしているのは 生体のタンパク 質と核酸に関する 大量出願で、 C0 7K と C l 2N が極端に高 

く 、 かつ HHI も高いのは、 上海博道基因技術有限公司 ( 一部は上海開発有限公司 ) が単独で 2 8 3 9 件の特許出願を 

し、 更に上海の復旦大学との 共同出願が 1 0 0 件ほどあ り、 すこし名前の 違 う 出願人の場合もあ って中国の全特許出願 

中約 1 5%0 をを占めているからであ る。 内容は、 発明の名称から 見て、 ほとんどが人体のタンパク 質や核酸であ る。 発 

明 者は特定の 2 人に絞られるので、 それほどたいした 内容ではないと 思われるが、 非常に不気味であ る。 これと関連し 

て C l 2N 、 G0 l N などが出願が 多い。 

D セクションは、 日本に繊維製品を 大量に輸出しており、 本来は大量に 技術改良がされていてよいが、 ほとんど出願 

がなく、 中国の繊維産業はあ くまで下請け 産業であ って、 国内の技術発展には 寄与していない。 工作機械のないことに 

より、 新たな機器製造が 不可能なためであ る。 人工繊維と洗濯に 大学や企業の 出願があ り、 綿の処理に多少の 出願があ 

るが、 D0 5 のミシンなどはサブクラス 毎に数件の出願しかない。 紙を含め、 ともに台湾比は 低い。 

建設・採鉱の 分野では鉄道 (EO l B) が 9 件に対し道路 (E 0 l C) が 2 8 件で道路が多い。 土木の基礎工事と 建 

築の出願はやや 多く、 上下水道関係はやや 活気があ る。 

問題は F 、 G 、 H のセクションであ る。 出願のほとんどないところを 除いて、 重要な技術の 部分はみな中日比が 低く、 

台湾比が非常に 高い。 つまり国内の 技術レベルは 非常に低い。 

まず F 0 l のサブセクション。 潤滑 (F0 lM) を除いてほとんど 出願がない。 つまりエンジンの 改良自体は不可能 

な状態であ る。 国内車の生産があ るのであ る程度のものはできていると 考えられるが、 旧型モデルの 手直しやコビー 程 

度 であ ろう。 特許出願に至る 新しい機構はできていないと 思われる。 出願人はみな 大学   企業、 またはその従業員と 見 

られる ( 出願人住所による ) 。 

F 0 A のポンプは比較的出願が 多い。 日中比が高く、 台湾比が小さいが、 ここには石油掘削用の 井戸から日用品的な 

井戸まで様々なものが 入っている。 

F l 5 の機械要素は、 ピストン類と 菅の継ぎ手 (F Ⅰ 6K 、 L) 以外にはほとんど 出願がない。 台湾比がやや 高いが   

日中比はとても 小 tVL 。 

次に G セクションを 検討する。 計測では、 G0 l N が 2 3 9 件と圧倒的に 多い。 これは先の C セクションとの 絡みで 
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理解できる。 度量衡以覚の 測定でやや多いのは GO l J ( 光 ) 、 GO lR  ( 電気量 ) などで、 台湾比も高い。 

G0 2. 0 3 はほとんどなく、 G0 2F は台湾比が 0. 5 0 であ るが、 中国本土の出願は 偏光板など従来の 光学素子 

であ るのに対し、 台湾からの出願はほとんどが 液晶であ る。 感光材料 (GO 3C) 、 印刷用装置 (GO 3F) でも台湾 

比が高い。 

計算機については、 このところ発展がめざましいとされているが、 そうとも言えない。 

件数 中日比 台湾 比 

G0 6 F  985  1. 18  0.41 デジタル計算機 

G  0  6  K  143  1.90  0.57  記録担体等 

デジタル計算機では、 台湾比が 0. 4 1 で中日比が 1. 1 8 であ るから、 実質中日比が 0. 4 8 で、 出願の少ない 領 

域となる。 発明の名称からみて 圧倒的に多いのが 漢字の入力システムであ る。 それ以外に目立った 出願はない。 コンビ 

ュ 一タ自体の特許はほとんどない。 

H セクションでも 同じであ る。 出願の多いのに HO l L ( 半導体 ) 2 1 0 件と HO lR ( 電線接続 ) 1 1 0 件があ る 

が 、 両者を比較すると、 半導体の出願では 台湾比が 0. 7 1 であ るのに、 電線の接続では 台湾比が 0. 1 8 であ る。 つ 

まり第 2 次大戦以前からの 技術については 中国本土での 国内生産が可能であ るが、 戦後の先端技術はほとんど 何もでき 

ない、 と言える。 HO4 L から Q までのデジタル 放送やテレビなども 台湾比が 0    2 5 程度であ って、 国内技術の しベ 

ルが 高いとは思えない。 

[ 台湾 比 ] 

今までの分析から 見て、 中国の特許統計の 先端技術に関する 部分はほとんどが 台湾に依存しており、 これ以外の統計 

においてもかなり 割り引いた数値を 考えないといけなくなってくる。 つまり中国の 統計では台湾人が 内国民として 扱わ 

ね 、 その寄与した 分が含まれるのであ り、 中国本土だけのデータではない、 ということであ る。 したがって中国の 先端 

技術に関する 統計指標が大きく 伸びたとしても、 実際は台湾の 寄与率が増えたということが 多く、 それを考慮しないと 

分析結果が現実と 遊離してくる。 

ところで台湾側は 中国で今後発展しそうなところにちやんと 出願している。 一方 D セクションのように、 工作機械が 

ないことから 当面発展の見込めない 分野では、 全く出願しない。 今後中国での 発展が見込まれるところではその 生産や 

市場を確保するために 積極的に出願を 行っており、 今後中国が技術発展するときにその 阻害要因となる 可能性が高い。 

[ 地域的分布 ] 

地域別分布 ( 意匠 以外全出願件数の 百分率 ) 

中部 : 東北部 : 東部 :  南部 : 西南部 : 西部 ;  圏外     

POPULATIONS@(1/10000)@ 11.74@ 8.44@ 28.88@ 28.22@ 15.54@ 7. 18 

TOTAL 22. 03  9. 20  34. 56  15. 79  4. 76  3. 99  9. 65 

百年史分類 

AGRICULTURE 2. 04 1. 41 2. 03 1. 92 0. 84 0. 59     11 

MACHINERY 7. 68 2. 77 6. 74 5. 29 1. 56         5. 69 

TEXTILE 0. 41 0. 14 0. 72 0. 20 0. 05 0. 03     14 

CHEMISTRY 6. 66 2. 36 20.  14 3. 88 1. 06     Ⅰ 2 0. 47 

ELECTRICITY 1. 79 0. 43 1. 75 1. 45     17 0. 21 2. 53 

DAILY@ MATEERIALS 3. 46 2. 08     17 3. 05 1. 07 0. 92 0. 72 

意匠 10. 51  3. 52  34. 93  34. 57  6. 52  1. 79  8. 15 
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これで見ると 特許出願は東部に 次いで中部が 非常に優勢であ るが、 中部は北京だけで 他の周辺省にはほとんど 分布が 

ない。 一方意匠 では東部、 南部が優勢で、 これは上海と 広東以外にも 周辺各省の登録件数が 多 い ので、 こちらは地域的 

な 広がりを持った 商品開発が行われている。 

次に各地域の 特許出願件数の 人ロとの比率を 考えると、 中部と東部が 相対的に出願が 多いのに対して、 東北部はその 

半分、 他に地域はほぼ 1/4 になっている。 この点は今は 論じない。 

特許出願と意匠 登録を比較すると、 特許で 1 0 004 年以上のところは、 北京、 遼寧、 上海、 広東、 それに台湾であ る 

が 、 意匠 では遼寧が脱落し 代わりに江蘇、 折江 、 福建、 山東、 四川、 それに香港が 登場している。 

特許と意匠 の違いは、 研究開発か、 それとも直接の 商品開発か 、 の 違いであ るが、 意匠 の多い省が四川から 上海を経 

て 広東にいたる 揚子江と東シナ 海、 南シナ海沿岸であ る点で注意を 引く。 つまり商品開発に 表される市場の 活性度は 内 

陸 部ではなく揚子江と 沿岸地帯であ る。 

各地域の特徴を 述べると次のようになる。 

中部 : 一応工業地帯としての 発展が期待できるが、 北京以覚は天津を 含めそれほど 特許出願は多くない。 当面は大学 

ベンチャ一などで 発展が続くであ ろうが、 その内に相対的に 失速すると思われる。 

東北部 : 遼寧・黒竜江が、 戦前の満州国時代の 日本の影響で、 相対的に出願件数が 多く、 かな り ハイレベルの 出願を 

している。 地域的な広がりは 比較的高い。 

東部 : 特許出願が多く、 また意匠 では一番多数の 登録を出している 地域であ る。 特許面では現段階で 一番レベルの 高 

い出願をしており、 また、 日用品の特許出願が 多く、 今後の展開が 期待される。 

南部 : 広東が非常に 特許出願の多いところであ るが、 同時に意匠 登録も東部に 引けを取らない。 研究開発と言 う より 

も商品開発に 力点があ ると思われる。 日用品の出願も 多い。 

西南部 : ここは重慶及び 四川と雲南・ 貴州・チベットに 分けられる。 重慶と四川には 医薬・化学・ G セクションなど   

であ る程度の出願があ るが、 全体として工業部門の 出願がないのとともに、 農業部門が非常に 少ないのが特徴であ る。 

チベット； ) らはほとんど 出願がない。 ただ実際に昆明から 麗江 ・大理は強いアルカリ 性で雲南 松と イチョウ と そして 松 

茸しか採れず、 表土がほとんどない 紅土高原で、 農業技術の改良がほとんどないことは 察知できるが、 急流が多く 、 発 

電は簡単で電気はあ まっているのであ る。 今後新たな展開があ るかも知れない。 

西部 ; 西安以西のシルクロード 地帯であ る。 西安の企業の 退潮がよく放送されるが、 寧夏が医薬、 化学、 食品などで 

健闘している。 

圏外 : 台湾 此 のところで説明したので 省略する。 
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2 0 5 0 年の発展予測 
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